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德
川
寺
代
の
旅
行
が
ど
ん
な
狀
態
で
あ
っ
た
か
に
っ
い
て
、
今
日
と
は
全
く
違
っ
て
今
上
な
っ
て
は
想
像
に
も
及
ば
ぬ
や
う
な
こ
と 

、.が
多
い
。「

旅
は
道
づ
れ
世
は
情
け」

と
い
ひ
：、「

» T

愛
い
子
に
旅
さ
せ
ろ」

と
い
ひ
、旅
は
襄
き
も
の
辛
い
も
の
と
考
へ
て
ゐ
た
。

戶
か 

ら
京
大
坂
に
行
く
の
は
勿
論
、
鎌
倉
、
大
山
あ
た
り
に
出
か
け
る
の
さ
へ
.

相
當
の
旅
行
で
あ
つ
た
。
況
ん
や
仙
.•敷
そ
れ
か
ら
奧
へ
か 

け
て
の
旅
は
大
旅
行
で
あ
っ
た
。
旅
は
世
間
を
知
る
修
業
の
方
法
；で
も
あ
っ
た
。

か
う
し
た
時
代
忙
旅
に
依
っ
て
得
ら
る
、
知
識
や
經
驗
1

相
當
大
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
の
に
、
案
外
そ
れ
ら
の
知
識
や
感
銘 

を
後
に
遺
し
て
ゐ
る
旅
日
記
の
少
な
い
の
设
ど
う
し
た
ゎ
け
か
。
美
文
を
連
ね
て
景
色
を
賞
し
た
力
、
案
內
記
の
や
う
な
名
勝
古
蹐
の 

記
述
は
多
い
が
、
旅
の
實
感
が
に
じ
み
出
る
や
う
杈
旅
行
記
は
極
め
て
少
な
い
。
自
己
の
經
驗
を
赤
裸
裸
に
語
る
？:
と
を
む
し
ろ
恥
と 

し
た
時
代
の
風
に
禍
さ
れ
た
と
と
も
あ
ら
う

0

叉
旅
宿
に
，っ
い
て
も
落
つ
い
.て
感
想
を
整
理
し
得
な
い
ほ
ど
交
通
宿
泊
の
設
備
も
出
來 

て
ゐ
.
な
か
つ
た
が
允
め
で
も
あ
ら
う
。
旅
の
費
用
を
詳
細
に
記
述
し
た
も
の
さ
へ
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。
と
と
ろ
ど
こ
ろ
に
思
出
し
た 

や
う
.に
費
用
を
記
し
て
ゐ
る
が
、
全
體
で

ど
の
く
ら
ゐ
か
っ
た
の

か
、
各
地
で

の
金
錢
の
相
場
は
ど
う
だ
っ
た
か
、
あ
ま
り
明
記
し 
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日
本
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の
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m

觀
念t

極
め
て
靈
し
て
ゐ
な
か
つ
た
と
さ
べ
思
は
れ
る
ほ
ど

.■
で

あ

る

。

そ

れ

だ

け

經

富

の

資

^
-
と 

し
て
旅
日
記
は
重
要
性
が
乏
し
い
。 
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家
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：當

主

で
I

高
陽
舆
亦
そ
の
所
藏
さ
れ
る
古
文
書
中
、辩
時
代
交
通
史
の
資
料
と
し
て
南 

蕾

錄

類
I

出
し
S

さ
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た
こ
と
は
、.
渠

こ
i

も
の
の
甚
I

な
か
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わ
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れ

ら

の

記

錄

人
#

1

が
た
め
？

の
し
I

态

は

な

く

、：
實
際
の
狀
態
を
必
要
に
應
じ
て
麗
し
た

も
の
で
あ
り
、
經
濟
史
S

料
と
し
て
頗
I

値
の
多
い
m

ら
.

そ
の
公
刊
は
從
來
の
乏
し
i

補
ふ
も
の
と
し
て
斯
採 

の
歡
迎
を
受
く
べ
き
も
..の
で
あ
-るo
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S

マ
I

d

の
收
錄
さ
れ
た
と
こ
ろ
.
を
見
る
と
、
f

は
三
代
麗
邦
の
延
享
元
年
.

(

丫
七
®

四)

‘

の

铎

下
I

f

り
、
明
治
十
四
平
の

、
弘
柬
行
記
錄
に
及
ん
で
ゐ
る
？
主
人
自
筆
の
も
の
|

る
が
、
：多
く
は
隨
伴
者
.

の
記
錄
で
|

。
全
篇
三
十
九
に
分
か
つ
てr

年
代

t

に

顧

響

れ

て

名

。
そ
の
大
部
分
が
旅
行
霜
、
道
中
筋
、..i

り
出
迎
ひ
の
覺
；
塞

物
、
道
中
費
用
等
の
I

で
あ
つ
て
、

.

l
i
r

パ
で
必
す
し
も
面
白
い
と
い
.
^

わ
け
に
は
い
か
な
い
が
編
者
も
そ
の
解
說
で
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
や
ぅ
に
、「

各
種
の
儀
禮
•

風
習
を
.

‘

窺
ふ
事
を
得
る
と
共
に
、物
價
•

勞
銀
の
.

一
部
を
時
代
に
ょ
り
比
較
し
得
る
も
の
で
I

。
低
し
そ
こ
に
書
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
代
寶
1

れ
も
高
直
で
あ
る
。
例
へ
ば
霊
晝
食
が
五
六
拾
文
、
舶
り
が
百
五
六
十
文
ぐ
ら
ゐ
の
時
代
に
、「

下
六
入
畫
支
度」

に
九
百
文
、
.

「

ヒ

下
拾
人
霞
代」

£

貫
百
文
と
い
ふ
や
ぅ
に
、.
下
人
S

食
S

人
百
五
十
文
も
支
拂
？

ゐ
る
。
但
し
豪
富Q

人
の
旅
；了
と
し
て 

は
當
然
の
こ
と
か
も
知
れ
な
.い
。 

' 

.

、し
か
し
弘
化
亡年の

「

人馬駄賃帳

L(

四
，一四

頁
以
下〕

の

.

如
き
は
、
武家の族行の駄賃と

殆
ど
變
り
が

な

い

。

想
ら
く

紀

啊

候
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名義を

假
り
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に
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行
し
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う
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三

井

八

五
，14
1

,

右
之
通
常
地
今
朝
出
立
別
紙
油
付
之
通
差
登
候
條
道
中
入
馬
無
滯
可
繼
立
者
也 

,

:

:

七

月
'

-|
1

'

.
八
'

日

、.
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■
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紀
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#
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.
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品
川
宿
ヨ
リ
大
律
宿
迄
宿
.

1々

中C

以

下

略

〕
」

：
■.
.

、 

と
の
種
の
こ
と
は
.
三
井
家
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
御
用
町
人
の
：慣
用
手
段
で
あ
り
*

そ
.
れ
<
に
依
っ
；.て
煩
雜
な
道
中
の
掛
合
を
馏
犁
に 

又
容
易
に4

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
と
で
人
馬
駄
賃
も
一
般
武
家
の
そ
れ
と
變
り
が
な
か
っ
た
の
で
.

.

あ

ら

ぅ

。
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■
本
書
の
大
：部
分
は
か
ぅ
し
た
數
字
の
記
載
で
あ
る
か
ら
•

あ
る
ひ
は
一
般
の
韻
者
に
は
向
か
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
1

か
し
中
に 

自
筆
の
日
：.記
類
が
あ
り
、.
そ
こ
に
は
多
く
の
興
味
あ
る
記
述
が
あ
っ
て
、‘
.

當
時
旅
行
.
の
有
様
を
躍
如
と
し
て
現
は
し
て
.

ゐ
る
。

.

德
川
時
代
の
旅
行
で
何
が
苦
痛
か
と
い
ベ
ば
、
恐
ら
X
大
雨
.に
遭
遇
し
、
川
留
と
な
り
、
何
日
も
何
日
も
逗
留
を
■重
ね
な
け
れ
ば
な 

,
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こ
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ど
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文
政
九
年
髙
I

戶
下
向
旅
日
記」

中
に
風
雨
に
會
し
、
S

今

”
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1

遒
つ
た
記
事
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そ
の
上
先
觸
が
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を
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I
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が
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目
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I

言
；;
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烈
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四
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參
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然
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间
ヶ
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候
處
、.右
升
屋
方
先
客
有
之
、
斷
ニ
付
同
人
方
ョ
リ
外
差
宿
致
吳
候
得
共
、
折
節
■
日
當
所
之
稻 

布
之
開
f

.

而
、.
諸I

ョ
リ
群
參
兩
篇
一
向
篇
之
、
右
二
一
.夜
困
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一
二
夜
ヲ
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f

、「

大I

f

リ
川
支
、
|

谷
ニ
宿
ス」

と
あ
る
。
六
日
、
七
日
、
八
日
欝

「

て

天
!

!

至
む

t

一
而
候
得
共
、川
明
系
申
、
チ
ー
統
愁
灃
し
て
只
平
臥
、
あ
る
ひ
は
酒
杯

I

す
而
己
、
i

f

ニ&

陀
人
滞
留
の
由
。
慕
之
主
ょ
り
今
日
爲
見
舞
鯛
一
尾
到
来

-

料
理
申
付
候
、
久
々
ニ
而
之
長

f

、
殊 

二"

支
ニ
出
合
、
菌
窮
、
其
止
宿
座
敷
向
キ
至
而
む
さ
し
、
明
日
あ
た
り
川
明
き
と

か
、

い
ま
た
相
分
不
申
、

大
退
5

 

"

は
假
令
そ
れ
が
終
つ
て
も
そ
の
日
藍
れ
な
い
雅
斤
物
御

I

が
通
り
、
諸
侯
な
ど
は
通
過
す
る
が
、

1

般

八
ゴ
儀
御
月
物
W

越
相
濟
昨
共
、其
日
ハ
諸
向
.ニ
 

.モ
渡
ス
事
不
相
成
、
義
日
な
ら
で
ハ
川
義
之
事
、b

一
六
五
3 

と
の
み
記
し
て
、
何
ら
不
平
が
ま
し
い
と
と
.
I

い
て
ゐ
な
い
が
、
心
中
あ
f

平
か
1

か
つ
f

と
は
想
像
I

る
。
五

日
,

に
つ
い
て
や
つ
と
十
日
に
渡
川
す
る
と
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
。

當
時
旅
行
に
際
し
て
は
、
道
中
必
要
な
多
く
の
品
物
を
持
參
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ょ
く
板
本
の
道
屮
記
な
ど
に
必
ず
携
帶
す
ベ 

き
も
の
な
ど
を
書
き
記
し
て
ゐ
る
。
下
々
の
旅
行
は
か
な
り
簡
便
な
も
の
で
あ
つ
た
が
、富
商
の
遊
山
旅
に
ど
ん
な
も
の
を
持
つ
て
い
つ 

た
か
、
寶
曆
四
年
四
月
に
江
戸
か
ら
江
之
_
•
鎌
倉
、
大
山
詣
り
の
道
中
人
用
物
覺
を
見
る
と
"、
次
ぎ
の
品
々
が
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

隨
伴
者
は
下
與
共
五
人
で
あ
る
。(

七
九
頁)
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黑
紬
袷
豐
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木
綿
中
形
單
物
一
、
半
合
羽
愛
、
帶
豐
、
黑
も
、
引
豐
"
キ
ヤ
ハ
ン
一
、
下
帶
ー
一
、
三
尺
手
拭
一
、
め
り
や
す 

一
、
M

袋
豐
足
、
ゆ
か
た
豐
、
木
綿
手
拭
貳
袋
！T

湯
風
呂
敷
一
、

一
柳
こ
り
豐
、

ー
毛
飩
貳
枚
、

一
皮
ど
う
亂
ー
、

一
雨
合
羽
*

^

ろ
ニ
、

一
木
綿
さ
い
ふ
一
、

一
ち
.
や
う
ち
ん
.
_

A r

ろ
一
、
一
日
お
、

.

ぃ
贰
、

一
傘
|

-

ー
壹
本
、

一
田
夫
.

^

ぐ
ろ
豐
、
.ー
香
の
物
一
曲
、

一
ゎ
ん
'
歡
ろ
豐
組
、一

蠟
燭
七
梃
、

一
三
度
笠
貳
*
一
 

下
駄
豐 

.
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.足
、

一
樹
道
具
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一
鼻
紙
穴
折
、

一
た
は
こ
豐
袋
、

一
扇
子
三
本
、

一
脇
差|

袋|

壹
腰
、

一.酒
五
升
、

1

腰
提
た
は
こ
入 

一
n

M

g

織
、

一
懐
中
袋 

矢
立
藥
入
、
道
中
藥
、
守
、
觀
音
經
.
や
う
し
さ
し
ニ
、
は
み
か
き
"

紙
入
*

內
印
籠
、
珠
數
、
毛
拔
、針
差
"金
人
小
道
具
人
、」 

遯
山
の
小
道
中
で
こ
れ
.で
あ
る
か
ら
、
本
式
の
旅
行
に
は
相
當
な
も
の
で
あ
る(

例
，

r

核
九
六
頁
參
照)
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な
ほ
興
味
あ
る
記
述
を
拾
へ
ば
、
か
な
り
多
く
目
つ
か
る
が
、
す
で
に
編
者
三
井
氏
自
身
が
そ
の
い
く
つ
か
を
そ
の
著「

越
後
屋
覺 

帳」

中
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
を
參
照
さ
れ
た
い
。 
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江
戶
時
代
の
富
家
に
し
て
今
日
.
ま
で
續
い
て
ゐ
る
諸
家
は
比
較
的
少
な
く
、
又
そ
れ
ら
の
家
々
に
保
#

さ
れ
て
ゐ
る
文
書
記
錄
類
も

水
火
.の
雛
や
虫
食
ひ
の
た
め
に
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
も
の
が
多
く
、.
偶
6

傅
つ
て
ゐ
て
も
、
徙
ら
に
庫
中
に
埋
藏
七
て
靆
魚
の
餌
食 

.

 

.

抱

一

1
;

井
家
交
通
記
錄
集 

一

五

七

：C
1

三
三
七)

f
y 

r パ-ふり
 

ハ
-

バ
、
：

」

I 
卜ぐ 

y
J-
s
-
i
c
r
f 

 ̂

?い

タ
 
tpf 

^
 
it
 
1
 

i
.
1
1
 ̂

A 

r 

-i
f
v 

f
l
?i
d.
i'
* 

, 

4
r

1 

n"?り
パ

讣 

V 

{
A
v
a
r 

I
T 

 ̂

o
-
r
ベ 
Mtjrt
 

u
 

- <
1
 

パ 
r



'
 

南 
I

交 I

 

. 

一
 

五
a

a

 

5

0
 

と
し
て
し
ま
翕
が
少
な
く
な
V

。
あ
る
ひ
f

.秘
し
て
f

 

I

る
t

多
く
、
あ
た
ら
I

I

料
を
一
般
に
利
用
さ
せ
ず
、
そ 

の
た
め
I

者
は
十
分
の
硏
究
資
料
I

ら
れ
な
い
狀
態
に
あ
る
と
い
つ
て
よ
い
。
今
三
井
氏
が
そ

の

塵

の

記

錄

I

測
に
沖
し
、
 

公

け

昔

れ

空

と
I

f

 

l

に
よ
き
先
例
と
も
い
ふ
べ
S

I

。
資
料
を
公
に
し
て
有
志
の
者
に
十
分
こ
れ
を
利
用
さ
せ
る 

こ
と
は
、
■斯
f

と
つ
て
必
要
な
こ
と
で
t

o

本
* '

.は
か
ぅ
し
た
資
料
を
所
有
さ
れ
'
る
人
ノV

に
對
'

し
て
よ
き
刺
戟
と
も
I

ぅ
0 

.

こ
の
S

麗
文
鲁
類
を
_

し
印
行
す
る
の
勞
は
f

大
で
.

I

。
雛
解
の
戈
字
や
判
讀
备
し
む
文
字
が
少
な
く
1

(

o

し
か 

も
そ
れ
ら
I

料
を
如
何H

配
置
す
る
か
、
叉
原
本
を
I

ず
、
現
在
の
人
S

蒙

.
衮

ら

し

：め
ん
た
め
に
.
は
、
f

し
た
ら
よ
い 

か
:0

そ
こ
に
人
に
知
ら
れ
ぬ
苦
心
と
努
力
と
が
I

れ
て
ゐ
る
の
セ
あ
る
。
本
書
の
.
解
說
I

ま

れ

ふ

、
編
寒
こ
作
ら
の
資
料
を 

十
分
に
味
睛
し
、
そ

Q

配
置
に
若
心
さ
れ
空
と
が
よ
く
推
測
さ
れ
る
。
こ
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介Q

小
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し
、
そ
の
努
力
I

し
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く
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意
を
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る
と
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本
書
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薦
す
る
。(

靈

五

一

四

頁

、
國
際
交
通
文
化
協
會
發
行
、
I

®

.

.

.

認 雜 會 學 田 三 1

載 轉 禁
號九第卷四十三笫

東
京
市
逑
區
三
田
ニ
丁
艮
ニ
番
地
慶
應
義
塾
内

編
輯

^

a:
fl
is
.
 ̂

發

行

者

a

E

 

f

 

.，仏

粜
京
市
赤
坂
區
新
町
五
丁
目
四
十
ニ
番
地

印

刷

者

' 

金
子
鐵
五
郞

來
京
市
漱
坂
區
新
町
芄
丁
目
四
十
ニ
番
地 

印刷所金子活版所

東
京
市
芝
區
三
田一  
一
丁
目
一
赉
地

發
賣
元
丸
善
株
式
會
社
三
田
出
張
所

! !
_

_

瘳
尙
ほ
本
誌
は
全
國
各
市
雜
誌
店
に
て
販
賣
す
，

■
 

:
 

S

發
行
所

11
11
1

理財學會

l
.
f

 

崎
.
慶

應

a

E

Si
a

g7
虹

册

定

價

4
五~
拾
錢
释
我
金
蜜
錢
五
崔

 

>
 

©

一
.
ヶ年分金五圓四拾錢

1

@

丨
共
ゆ

籲
編
輯
及
び
事
務
に
關
す
る

，
一

切
の
用
件
は
發
行
所
宛
，

.

.

蠹
營
業
に
關
す
る
用
件
は
發
寶
元
宛 

©

原
稿
締
切
期
日
は
發
行
の
前
月
十
日
限
，
丨

L

^

- t
nu
'

u

每

月

一

囘

一

日

發

行

，前

號

(

H

S

)

目

：次

.

®
德
川
時
代
村
落
硏
究
序
說 

\

野
村
兼
太
郞

-
-
-
そ
の
靜
態
的
研
究

0

計
畫

化
と
社
會
科
學 

奧
井
復
太
郞

、.

(

國
土
計
篑
論
へ
の
一
将
察)

.

®

强
大
國
は
如
何
な
る
領
域
的
接
礎
.を

/

持
つ
べ
き
か 

加

田

哲

ニ 

.

——

迤
礎
地
帶
•

恶
礎
海
洋
•

國
家——

：

,

#

シH

バ
r
ド
•
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
•ク
ロ
吵
著

「

フ
ラ
ン
ヌ
國
民

經
濟
史(

一
七
八
九
年 

丄
九
三
九
年

〕
」

 

.

下
、
田
-

博
.

I

#
マックス

丨
.ベ
ー

ア
著『

m

農
主
義
硏
究』

.
：

, 

高
橋
誠
一
郞

®

岸
本
誠
ニ
郞
敎
授
著

「

價
格
の
斑
論
千
種
義
人

*


